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１．第１回懇談会の振り返り（利活用に係る着眼点） 
 

  

（２）これまでの検討内容 
項目 ポイント 着眼点 

①庁内  浸水被害対策への活用 

※集中豪雨対策としての活用は、浸水被害対策本部において検討

済み（旧豊田貯水池雨水流入路整備事業は行わない） 

 郡山市の魅力ある都市景観の貴重な水辺空間 

※旧豊田貯水池整備にかかる公有資産活用調整会議作業部会に

おいて検討済み（安積疏水の水源の確保は困難） 

 歴史的な役割を踏まえた学習への活用 

防災 

歴史・文化 

みどり・環境 

②議会 
公有資産の有

効活用に向け

た提言書 

 旧豊田浄水場跡地の一部について、安全性を確保のうえ、駐車場

や自由広場等として暫定利用できるよう、必要最低限の整備に向

け対応 

 将来の利用計画についても、早急に検討 

まちづくり 

③市民等意

見 
市民意見調査

報告書 

 最終的な利用方法としては、駐車場（32.2％）、新たな公共施設

と駐車場（27.5％）、水辺空間を活かした公園（16.0％）、子ども

のための施設など 

まちづくり 

郡山グランド

デザイン

Project 

 地下駐車場の設置 

 交通結節機能（ターミナル） 

 利用に関する自由度の高い市民の憩いの広場・イベント会場（イ

ベント基地） 

まちづくり 

 

子ども・市民交流・健康 

 

（３）旧豊田貯水池の利活用方針に係る着眼点 

 

着眼点⑤:まちづくり 
 郡山市の中心エリアの魅力向上 
 交通結節機能の形成 

着眼点①:歴史・文化 
 郡山市の歴史・文化の伝承、親しみの醸成 
 子どもたちの学びの場 

着眼点②:みどり・環境 
 まちなかで緑を感じる潤いの空間 
 ＳＤＧｓの達成に資するグリーンインフラ 

着眼点③:子ども・市民交流・健康 
 市民が集う活気あふれる空間 
 高齢者をはじめとする全世代の健康福祉の増進 
 子どもが遊べる空間 

着眼点④:防災 
 災害時の避難場所として市民の安全・安心を形成 
 周辺施設（開成山公園、21 世紀記念公園等）との役割分

担・連携 

（１）関連する郡山市の計画・取組みの整理 
項目 ポイント 着眼点 

郡山市まち

づくり基本

方針 

 国内外に発信できる、自慢の地域資源があるまち 

 笑顔があふれ、未来への夢を育むまち 

 市民生活に活気があり、地域で楽しく元気に暮らせるまち 

 環境にやさしく自然豊かな、住んでいてよかったなと思えるまち 

 誰もが安心して快適に暮らせるまち 

 豊かなまちなみがあり、誇りと魅力あふれるまち 

歴史・文化 

子ども・市民交流・健康 

みどり・環境 

防災 

まちづくり 

2019 年度 

ＳＤＧｓ未

来都市等提

案書 

サマリー 

 創造事業 

全世代の住民の「真の健康」を達成 

 環境～豊かな「体感環境」～ 

（グリーンインフラとグレーインフラのベストミックス） 

子ども・市民交流・健康 

 

みどり・環境 

 

郡山市都市

計画マスタ

ープラン 

 郡山市の市街地形成のシンボルとして、隣接する開成山公園との

役割分担に留意して利活用方針を検討 

 市民の健康増進や憩いの場 

 災害時における避難場所 

歴史・文化 

みどり・環境 

子ども・市民交流・健康 

防災 

郡山市低炭

素まちづく

り計画 

 まちなかで歴史と緑を感じるまちづくり 

 高齢者が健康に、安心して暮らせるまちの形成 

歴史・文化 

みどり・環境 

子ども・市民交流・健康 
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１．第１回懇談会の振り返り（旧豊田貯水池を取り巻く概況） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）歴史的遺構 
旧豊田貯水池における以下の①～④の地点は、安積疏水の歴史的遺構を色濃く残す場所と
なっている。 

（２）近隣の概況 

 
 

 

 

郡山市役所 

開成山公園 

酒蓋公園 

商業施設 

文学資料館

 

小・中学校・高校 

歴史と緑の生活文化軸 

旧豊田貯水池 

歴史・文化 

・開成館（県指定重要有形文化財） 

・安積開拓官舎（旧立岩一郎邸） 

（市指定重要有形文化財） 

・安積開拓入植者住宅(旧小山家) 

（市指定重要有形文化財） 

・開成山大神宮 

・旧福島県尋常中学校本館 

（旧安積高校本館)（国指定重要有形文化財） 

バス路線 

音楽文化 

交流館 

歴史・文化 

・五十鈴湖 

・開成山の桜 

体育館 

麓山公園 

21 世紀記念公園 

商業施設 

文化センター 

防災 

・耐震性貯水槽 

・備蓄倉庫 

交流・健康 

・交流施設 

・遊具 

みどり・交流 

・桜  ・遊具 

歴史・みどり・交流 

せせらぎこみち 

防災 

・耐震性貯水槽 

・備蓄倉庫 

・ヘリポート 

みどり・交流 

・野球場 

・陸上競技場 

・屋内プール 

出典：日本遺産ポータルサイト、郡山市観光協会 HP、21 世紀記念公園麓山の杜 HP 

歴史・文化 

・安積疏水麓山の飛瀑（国登録有形文化財） 

小学校 
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１．第１回懇談会の振り返り（意見の整理） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

着眼点 主な意見 
①
歴
史
・

文
化 

安積疏水の石積み等、壊すのは簡単だがもったいない。郡山市が 100 年後に「大事だった

のにね」と言われないように、今あるものを残すべきところは残すというのが大事だと考える。 

②
み
ど
り
・
環
境 

この一帯は緑が多いし、池もたくさんあるが、きれいに整備された芝生広場のような緑が目

立つ。自然的な緑や水辺がないので、それを作れば、さらに、そこで遊べるような機能を作

れば差別化や役割分担ができるのではないか。 

都市公園は人工的に整備してしまいがちで、自然的になりにくい懸念がある。他の公園より

も自然的にしたい 

いわゆる都市公園にするかどうかは大きな問題。公園とする場合、緑は守れるが、

都市公園法の適用となるので面倒な手続きも生じてくる。都市公園として整備して

いくかどうかはちゃんと議論した方がよいと考える。 

グリーンインフラというのは、「これがそうだ」というものがないので、どんな施

設を入れてもどんな土地利用をしてもグリーンインフラの導入は可能である。今後

整備の方向性がはっきりしていく中でいかようにでも対応できるが、例えば、雨水

の一時貯留をするというのは早い段階で決めておけばより総合的な取り組みができ

るとは思う。 

③
こ
ど
も
・
市
民
交
流
・
健
康 

20 年後の今の子どもたちの未来をどうつくるかが大事だと考える。 

敷地に降った雨を敷地の中で一定期間とどめておき、一時的に利用するということは考えら

れる。ただ、雨水だけだと常に水を確保するのは難しい。 

田んぼもいいと思うが、水はポンプアップしないと厳しいかもしれない。 

次の時代の子育て・教育・就労、シニアなど、多様な世代が教育という視点で交わる空間と

してはどうか。（シニア世代が先生を行う教育施設等） 

（子どもたちにとって）実体験は非常に大事で、なるべく小さいうちに広い敷地を使って、生

きる力を育てるための田畑と家畜・生物のいる自然を準備したい。 

海外の事例で、公園の中で運営組織を作りそこが色々なマネジメントをするという形が生ま

れている。どういう利用者がどう使うかというところまで踏み込んで考えている。 

ニューヨークのブライアンパークの事例だと、それぞれの運営団体がいて、朝から晩までス

ケジュールが組んである。マネジメントだけではなく、アクティビティに関しても市が責任を持

たないといけないが、そのためにはプレイヤーやスポンサーが必要である。 

一部でよいと思うが、機能としてオープンなシェアスペースがあるといい。 

 

着眼点 主な意見 

④
防
災 

５号排水池が東側駐車場地下にあり、当初は取り壊す予定であったが、雨水対策として使

用している。平成 26 年度より 100mm／h 安心プランを進めており、ゲリラ豪雨対策として

（雨水貯留施設の）貯留機能は必要不可欠と考えている。 

防災施設は周辺にもあるが、想定している災害は地震災害を対象とした施設ではないか。

郡山のこれまでの災害特性を見ると水害が多いので、これに対応した対策が必要である。 

郡山の災害と特性を踏まえて今後の跡地利用を考える必要がある。何かを新たに作るとい

うよりも、自然を活かして何かできないか考えるべきである。 

これだけの敷地の規模なので、この敷地に降った雨は、この敷地の中で一定期間とどめて

おくようなグリーンインフラは考えられる。 

⑤
ま
ち
づ
く
り 

超少子高齢化の未来に、コンパクトシティはやっていくべきである。 

周りには商業施設などの施設も充実しているため、この場所にハコモノを整備する

ことは考えにくい。 
今、軽井沢に風越学園を建てているが、同世代の人たちは風越学園に子どもを入れるため

に引越しをしている。もしかすると移り住んでここで教育や生活を営む可能性を秘めた場所

なのではないかと考える。 

駐車場がほしいという意見もあるが、いずれ交通手段も変わるし、シェアする時代が来ると

考えられる。そのために、新しい交通手段のキーステーションとして残しておくべきではない

か。暫定利用として駐車場とするのはよいと思うが、今あるものだけではなく、その先も含め

た形で新しい時代に新しい機能を持たせられるストックとして有効に使うべき。 

車をシェアして周遊する際の拠点としてこの場所が使えると考えている。次の世代に残すと

きは、新しい機能の需要が出てきた場合にこの場所が使えるようにするというのもよいと思っ

ている。 

開成山公園とあわせて「歩いて楽しめる」というような場所として展開できる可能性がある。

作りこまないことが将来への余地となることができないかと思う。 

将来をイメージしてやらないと、現状の社会の課題は 20 年後の課題にはなっていない。今

は所有するという価値観だが、シェアする共有するという課題になっていく。そういうこの先

の時代を読んだ郡山を考えてほしい。 

 

今ある歴史を遺し、将来の課題に柔軟に対応した利活用が求められており、本物の自然体験ができるみどりの空間が期待されている。 
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２．懇談会意見を踏まえた視点 
  

②みどり・環境 
ポイント 

●SDGs 体感未来都市こおりやま（2019 年度ＳＤＧｓ未来都市等提案書サマリー） 

・良好な環境は成長・発展の源泉 

・グリーンインフラとグレーインフラのベストミックス 

（環境に対する意識を高め、一人ひとりの行動変容を促す） 

●安らぎと潤いのある市街地の景観 

・自然的なみどりや水辺に触れられる空間 

●生き物の生息・生育空間 

・都市の生物多様性を支える重要な役割 

●敷地の大きさを活かしたグリーンインフラ 

・敷地からの雨水流出はグリーンインフラで抑制し下流域の浸水被害を低減 

・一時貯留した敷地内の雨水は、湿地や池・水田等に活用 

④防災 
ポイント 

●水害対策 

・グリーンインフラによる水害対策 

・ゲリラ豪雨などを想定（郡山市ゲリラ豪雨対策 9年プラン） 

・既設の雨水貯留施設の継続利用 

●防災機能の補完 

・開成山公園及び２１世紀記念公園とともに、防災施設として

一体的に利用 

③市民交流・子ども・健康増進 
ポイント 

●SDGs 体感未来都市こおりやま（2019 年度ＳＤＧｓ未来都市等提案書サマリー） 

・「全世代健康都市圏」の創造 

●本物の自然体験 

・近年、教育において重視される体験活動の場 

・子どもたちが地域の産業、生活・文化的環境、歴史、自然環境などを学べる場 

●市民交流 

・人が交流し、明るい声が聞こえる場所、みんなが集まれるオープンなシェアスペース 

・施設の運営方法の検討 

●開成山公園との連携 

・運動機能の中核を担い、イベント会場にもなっている開成山公園との連携 

 

①歴史・文化 
ポイント 

●ため池としての旧豊田貯水池の歴史 

・貯水池内面の石張 

・近代水道の創設 

「今日の郡山市の礎を築き、命の水瓶であったという飲料水の歴史」 

●安積疏水の歴史  

・将来の子どもたちのために遺すべき歴史的遺構 

・安積疏水の流入水路 

●樹齢 300 年を超えるマツ 

・いにしえの歴史を伝えるマツは重要であるため現状保存 

●歴史・文化施設  

・隣接する「こおりやま文学の森」のトレイルとのつながり 

●郡山の地勢 

西に猪苗代湖、東に阿武隈山地、北は安達太良山 「多様性・安全性・柔軟性」 

⑤まちづくり 
ポイント 

●未来の変化に対応できるまち 

・将来の課題に対応できる柔軟性 

・新しい時代に新しい機能を持たせられるストック 

●歴史と緑の生活文化軸 

・郡山市市街地形成のシンボル 

・歴史や緑などの資源を生かし、自然の魅力あふれる都市環境の形成 

●歩きたくなるまち 

・歩行者・自転車等の人優先の安全で快適な道路空間の創出 

・歩く機会の増加により市民の健康増進 

 



 ５  

３．新たに配慮すべき視点【台風 19 号被害への対応を踏まえて】 

 ◆台風１９号による被害状況 
 

◆気候変動を前提とした各種制度設計の必要性 
 

SDGs 未来都市実現に向け、 

特にゴール 13（「気候変動に具体的な対策を」）を 

重要視したまちづくりを推進 
 

 

 

 

 

 

 

●台風 19 号の接近・通過時期 

・2019 年 10 月 12 日（土）午後～ 
2019 年 10 月 13 日（日）未明 

●降水量（12 日正午から 13 日午前 4 時まで） 

・中田ふれあいセンター（東部）284.5mm 

・芳賀地域公民館（東部）281.5mm 

・谷田川小学校（東部）274.5mm 

・福島河川事務所（北部）218.0mm 

・郡山市役所（中央）173.0mm 

※出典：気象庁をはじめ国県市が設置する雨量計データ 

 

気象庁の 12 時間降水量 170.5mm 

 

【 観測史上 1 位 】 

 

●人的被害 

死者 6名、負傷者 1名 

●家屋被害 

浸水被害：21,331 世帯（全世帯の 14.9％） 

●河川被害 

〈1〉 国土交通省管理河川 

・阿武隈川：越水 6箇所、溢水 1箇所 

〈2〉 福島県管理河川 

・谷田川：決壊 2箇所、藤田川：決壊 1 
箇所、逢瀬川：越水（若葉町、富久山 

町久保田付近）、笹原川：越水（安積1丁目付近） 

〈3〉 郡山市管理河川 

・決壊等なし 

●被害状況写真 

出典︓郡⼭市資料 

●浸水区域 

気候変動対応を強く意識した 

旧豊⽥貯⽔池の利活⽤方針策定の必要性 

「防災」「減災」「リスクマネジメント」 

「2050 年 に参加炭素排出量実質ゼロ」への賛同 

（2019.11.28） 

世界 102 都市、国内９都市が賛同（福島県では郡山市が初） 



 

 
6 

 
 

４．コンセプト（案） 

【コンセプト】 みんなで育てる 未来へ受け継ぐ 郡山のフロンティアスピリッツ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【実現化方針】 多様な主体の参画の推進 
市民が集い、活気あふれる空間が求められています。市民、事

業者、行政など、多様な主体が、計画、整備、管理運営など各所

で参画する仕掛けを導入することで、「自分たちの場所」という意

識づけを行い、愛され続ける空間を実現します。 

環境と安全に配慮した みどりの空間 

多様な動植物が生息できる自然環境が残っており、誰もが安心

して快適に過ごせる、みどりあふれる空間を目指します。災害時

には他の防災施設等と連携した活用を目指します。 

未来に受け継ぐ 学びあふれる みどりの空間 

郡山の未来を担う子どもたちのための、多様で豊かな学びあふれ

る空間を目指します。農業体験や環境学習・自然遊びなどを通して、

子どもたちの生きる力を育み、後世に受け継いでいきます。 

郡山の歴史を感じられる 水辺とみどりの空間 

郡山の礎となった安積開拓の歴史（フロンティアスピリッツ）を感じ、 

市民に安らぎと癒しを与える水辺空間とみどりの空間を守り育てていきます。 

【目指す姿】 

 体験 
【実現化方針】 体験活動ができる空間の創出 

子どもたちの生きる力を育むため、体験学習の機会や場が求

められています。農業を体験できる水田や畑によって、土に触

れ、汗を流し、収穫の喜びを得るといった豊かな学びの空間を

創出します。また、農地が身近にあることで、郡山の基幹産業

である農業が、市民にとって魅力的に感じられるものになるこ

とが期待されます。 

【実現化方針】 自然を体験できる自由な遊び場の創出 
子どもたちが自然の中で遊べる場所が求められています。ま

ちなかの貴重なまとまったみどりの空間を活かし、体全体で五

感を使って自然を体験できる自由な遊び場を創出します。 

【実現化方針】 動植物の生息地・生育地の保全 
郡山のまちなかでは宅地化により、生物の多様性が失われて

います。旧豊田貯水池の自然を活かし、動植物の生息地・生育

地を保全します。また、動植物の環境観察学習の場として活用

します。 

【実現化方針】 郡山を感じられる自然空間の創出 
旧豊田貯水池は、樹齢約 300 年ともいわれるマツの古木を始

めとする樹木やヨシの群落が息づき、多様な鳥類が生息するみ

どりの空間であるとともに、郡山の安積開拓の歴史も包含する

いわば「小さな郡山」のような場となっています。旧豊田貯水

池の資源を活かし、郡山を象徴する市民の癒しと安らぎの空間

を創出します。 

【実現化方針】 郡山の安積開拓の歴史の継承 

旧豊田貯水池には、郡山の歴史を象徴する安積疏水がありま

す。こうした資源を活かし、今日の郡山の礎を築いた安積疏水

の歴史に思いをはせる場として、安積疏水が郡山市民のいのち

の水瓶であったことを伝える空間を創出します 

【実現化方針】 水辺空間の創出 

旧豊田貯水池は、市民生活を支える水源として近年まで機能

していました。かんがい用のため池に始まり、貯水池として機

能してきた旧豊田貯水池の歴史を遺し、伝えていく場として、

水辺空間を創出します。 

【実現化方針】 自然を活用した浸水対策 
地盤面が低く、雨水が流れ込みやすい旧豊田貯水池では、雨水

を一時的に貯留し、一度に大量の雨水を流さない対策が求められ

ています。既設の雨水貯留槽だけではなく、グリーンインフラも

組み合わせた浸水対策を実現します。 

【実現化方針】 歩きたくなる道の整備 
旧豊田貯水池は開成山公園エリアと中心市街地エリアを結ぶ直線

上にあり、両エリアを訪れる人が車で通過する位置にあります。車を

止められる場所を確保し、歩きたくなるような道を作ることで、賑わ

いの拠点を結ぶ軸としての空間を実現します。 

「SDGs 体感未来都市 こおりやま」を支える みどりの空間 

気候変動への対応など、持続可能なまちづくりに向けた先導的取組を進めていく

「ＳＤＧｓ体感未来都市こおりやま」の実現に資するみどりの空間を目指します。 

 

 保全  歴史 

気候変動対応型の旧豊田貯水池 「防災」「減災」「リスクマネジメント」 
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５．利活用方針（まとめ） 
 

 Ａ案 「体験」重視案 

体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 

Ｂ案 「保全」重視案 

生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 

Ｃ案 「歴史」重視案 

安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 

概念図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

概要 子どもたちの「体験」を重視 

●農業体験エリア 

・子どもたちの農業体験学習（水田・畑・果樹園） 

●自然遊びエリア 

・自然を体験できる自由な遊び場（冒険遊び場・築山） 

●展望エリア 

・郡山を感じられる自然空間づくり（築山・池） 

●イベントエリア 

・多様な主体の参画の推進（植樹・管理事務所） 

●水辺エリア 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

現況のヨシと生物多様性の「保全」を重視 

●ヨシ保全エリア 

・現況ヨシの保全、生物多様性の保全（ウッドデッキ） 

●観察エリア 

・ヨシ原や水辺の野鳥を観察（展望台） 

●ビオトープエリア 

・環境学習（トンボ池） 

●水田エリア 

・ビオトープの一部として環境学習 ・農業体験学習 

●水辺エリア 

・水鳥や昆虫等、水辺の生物の保全（野鳥観察小屋） 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

安積開拓の「歴史」を重視 

●トンネルエリア 

・開拓の歴史を感じるトンネルを再現（水路トンネル） 

●水田エリア・畑エリア 

・農業を通して開拓の歴史学習（作業小屋・水車小屋） 

・農業体験学習（水田・畑） 

●広場・植樹エリア 

・市民が協力して植樹（植樹） 

・様々なイベントが一年中開催（広場） ・災害時にも活用 

●水辺エリア 

・旧豊田貯水池及び安積疏水関連遺構の再生 

重視した 

実現化方針 

体験 保全 歴史 SDGs 体験 保全 歴史 SDGs 体験 保全 歴史 SDGs 

◎ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 

イメージ 

写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３案共通 

機能の 

イメージ 

「防災」「減災」「リスクマネジメント」既存資源を活かした防災機能を重視 

●広大な敷地と立地を活かした市民の防災学習拠点 

●旧豊田貯水池の緑を活かした雨水の流出の抑制 

 

 

展望 

エリア 

水辺 

エリア 

農業体験 

エリア 

イベント

エリア 

自然遊び 

エリア 

グリーントラベルルート 

水辺 

エリア 

ヨシ保全 

エリア 

畑 

エリア 

トンネル

エリア 

水辺 

エリア 

グリーントラベルルート 

出典: ①国土交通省グリーンインフラの事例 www.mlit.go.jp/common/001180165.pdf www.mlit.go.jp/common/001286039.pdf 
②国営海の中道海浜公園 HP https://uminaka-park.jp/nature/ ③琵琶湖疏水記念館 HPhttps://biwakososui-museum.jp/about/ ④名古屋市上下水道局資料 ⑤岐阜市広報 

水田 

エリア 

グリーントラベルルート 

観察 

エリア 

グリーントラベルルート 

水田 

エリア 

広場･植樹 

エリア 

ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 

エリア 

グリーントラベルルート 

透水性舗装・植栽① レインガーデン① 

農業体験エリア① 自然遊びエリア① ヨシ保全エリア（現況写真） ビオトープエリア② 畑エリア② 植樹エリア② 

防災体験アプリ④ 土のう積み体験⑤ 
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５-１. 利活用方針Ａ案（平面図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

子どもたちの「体験」を重視  ～子ども・お年寄り・その他多世代型の空間として整備した案～ 

●水田や畑での農作業をはじめとした体験活動を行うことで、子どもたちの豊かな学びの場を提供します。 

●五感を使って自然を体験できる子どもたちの遊び場を整備し、生きる力を育みます。 

●山々に囲まれた郡山独自の地勢を体感できるように築山や池を配置し、まちへの愛着を醸成します。 

●市民協働による植樹を行い、来たくなる場所としていきます。               

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

郡山の生物や植物にとって、より 

自然に近い生息地・生育地及び薬

草園を設けます。 
水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

市民農園             

田んぼや果樹園を設け、市内農家の 

協力を得ながら、市全域の学校を対 

象に体験学習を行います。また、食 

育の場としても活用します。    

  

自然遊びエリア      

自ら考え、五感で自然を体験 

することで「生きる力」を育 

               みます。          

イベントエリア       

市民協働で植樹を行います。 

広場（芝）では、イベントを開催 

します。災害時にはテント村等と 

して活用します。 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど IT を

活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来ることの

できる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供します。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 
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５-１. 利活用方針Ａ案（3D 図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 
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５-１. 利活用方針Ａ案（3D 図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 
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５-１. 利活用方針Ａ案（3D 図）  体験と遊びがあふれる わたしたちの郡山 
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５-２. 利活用方針Ｂ案（平面図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

現況のヨシと生物多様性の「保全」を重視 ～生物多様性の保全とともに、敷地全体に環境学習を採り入れた案～ 

●現況のヨシを含めた生物の生育地・生息地をなるべく手を付けない形で保全し、生物の多様性を学べる環

境学習の場として活用します。 

●ヨシ原の中央を横断できるようにウッドデッキを整備し、ヨシやヨシに集まる多様な生物を観察できるよ

うにします。 

●水田を有するビオトープを整備し、ヨシ保全エリアとともに、環境学習の場として活用します。 

●野鳥観察小屋や展望台を整備し、水辺に集まる水鳥を観察できるようにします。 

野鳥観察小屋 

水辺に集まる水鳥を観察小屋

から見ることができます。 

 

 

 

 

 

ヨシ保全エリア       

現況のヨシを保全します。  

ウッドデッキを歩きながら、ヨシ 

 やそこに棲む生物の観察を行うこ 

とができます。 

ビオトープエリア       

水田を含めた一帯をビオトープ 

エリアとし、生物多様性の保全 

と、観察学習の場として活用 

します。          

薬草・観察エリア       

築山の展望台から水辺に集まる 

水鳥やヨシ原の生き物の観察を

し、薬草等を植栽します。 

 

水田エリア          

様々な生物の生息地となる水田 

をビオトープの一部として活用 

します。また、農業体験の学習 

の場としても活用します。   

 

(写真出典)大阪府立環境農林水産総合研究所 生物多様性センターHP http://www.kannousuiken-osaka.or.jp/biodiv/suiden/suiden2015/0725.html 

水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど I

T を活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来

ることのできる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供し

ます。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

薬草・観察エリア 
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５-２. 利活用方針Ｂ案（3D 図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 
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５-２. 利活用方針Ｂ案（3D 図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 
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５-２. 利活用方針Ｂ案（3D 図）  生物多様性を守り 学び 伝える みどりの広場 
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５-３. 利活用方針Ｃ案（平面図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

トンネルエリア 

築山に水路トンネルを整備

します。子どもが中を通れ

るようにします。 

 

 

 

 

 

 

トンネルエリア 

水田エリア・畑エリア   

昔ながらの農機具を用いて 

歴史学習を含めた農業体験 

活動を行います。     

 

 

畑エリア 

 

 

 

 

 

広場・植樹エリア 

安積開拓の「歴史」を重視 ～郡山の歴史をだれもが体感できる機能を取り入れた案～ 

●歴史体験学習のため、水田・畑を市民協働で整備し、農業体験学習を行います。 

●築山と水路トンネルを整備し、猪苗代湖の水を水路トンネルで引いてきたことで今日の郡山の発展があった 

ことを体感できるようにします。 

●安積疏水に水を流し池に流入させ、猪苗代湖を再現し、安積疏水の歴史を感じられる空間にします。 

【３案共通の防災機能①】防災学習 

：現在位置周辺の浸水被害想定がカメラに合成表示されるなど IT を

活用した体験や、土のうづくり体験など、市民が気軽に来ることの

できる立地の良さを活かし、防災学習の機会を提供します。 

【３案共通の防災機能②】雨水の流出抑制 

：透水性舗装や植栽を取り入れたグリーントラベルルート、レインガ 

ーデンにより、敷地内に降った雨水を緑地にゆっくりと浸透させ、内水氾濫を抑制します。 

水辺エリア     

敷地に降った雨水を 

活用して水辺空間を 

整備します。 

郡山市の花・木・鳥 

市民が郡山を体感できるよう、郡山市の花（ハナカツミ）、木（ヤマザ

クラ）、鳥（カッコウ）と親しめる場を創出します。 

 

 

 

 

ハナカツミ  ヤマザクラ    カッコウ 

広場・植樹エリア      

市民協働で植樹を行います。 

広場（芝）では、イベントを開催 

します。災害時にはテント村等と 

して活用します。 

薬草園・ワイルドフラワーメドウ 

郡山の生物や植物にとって、より 

自然に近い生息地・生育地及び薬

草園を設けます。 

 薬草園・ワイルドフラワーメドウ 
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５-３. 利活用方針Ｃ案（3D 図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 
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５-３. 利活用方針Ｃ案（3D 図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 
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５-３. 利活用方針Ｃ案（3D 図） 安積開拓時代へタイムスリップ 郡山の歴史体感ミュージアム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


